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補
正
予
算
な
ど
十
八
議
案
を
可
決
並
び
に
同
意

　広
島
県
議
会
は
、九
月
定
例
会
を
九
月
二
十
日
か
ら
十
月
五
日
ま
で
の
十
六
日
間
の
会

期
で
開
き
ま
し
た
。

　今
回
の
定
例
会
で
は
、「
平
成
二
十
八
年
度
広
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」や「
広
島
県

縮
景
園
設
置
及
び
管
理
条
例
及
び
広
島
県
立
美
術
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」、「
北
朝
鮮
の
核
実
験
及
び
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議
す
る
決
議
」、「
私
学
助
成
の
充
実

強
化
を
求
め
る
意
見
書
」な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、十
八
議
案
に
つ
い
て
原
案
の

と
お
り
可
決
並
び
に
同
意
し
ま
し
た
。

　ま
た
、「
平
成
二
十
七
年
度
決
算
認
定
等
」に
つ
い
て
は
、九
月
二
十
九
日
に
設
置
し
た
決

算
特
別
委
員
会
で
閉
会
中
に
継
続
審
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　本
会
議
に
お
い
て
は
地
方
創
生
、防
災
・
減
災
対
策
、産
業
・
観
光
振
興
、教
育
施
策
な
ど
の

県
政
が
直
面
す
る
諸
課
題
につい
て
、十
二
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、各
常

任
委
員
会
に
お
い
て
は
、付
託
さ
れ
た
議
案
・
請
願
な
ど
に
つい
て
審
査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　な
お
、最
終
日
に
は
、新
し
い
タ
イ
プ
の
高
等
学
校
整
備
推
進
事
業
の
債
務
負
担
行
為
を

削
除
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、採
決
の
結
果
、否
決
し
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

可
決

ྫ
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県
縮
景
園
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及
び
管
理
条
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県
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術
ؗ
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例
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一
部
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改
正
す
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条
例
な
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五
件

同
意
ਓ
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広
島
県
教
育
委
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会
委
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任
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క
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一
ൠ
会
計
・
特
別
会
計  

一
件

企
業
会
計  

一
件

継
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審
査


ئ

Ｊ
̧
三
江
線
沿
線
地
域
の
活
性
化
に
関
す
る

ئ

可
決
ܾ
ٞ
Ҋ

ே

の
核
実
験
及
び
ミ
サ
イ
ル
発
ࣹ
に
߅
議

す
る
決
議

議
決
の
状
況
等

9月定例会 ◆総額222億9,600万円の補正予算を可決
◆本会議における質問・答弁（２，３面）
◆常任委員会の動き（４面）
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議議

●
点
字
・
音
声
版
の

　お
知
ら
せ

ࢹ
覚
ো
害
者
の
方
へ「
点
ࣈ
൛
」と「
Ի

声
൛ớ
ς
ー
プ
൛
・
デ
イ
ジ
ー
൛
Ờ」の

「
ひ
ろ
し
ま
県
議
会
だ
よ
り
」を
発
行
し

て
い
ま
す
。

ừ
問
合
せ
Ử県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
課

ɹ
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八
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三
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四
七
四
三

佛通寺参道（三原市）：佛通寺は応永４年（1397年）小早川春平公が臨済宗の僧、愚中周及を迎え創建した寺院。紅葉の時期には多くの人が訪れます。

ɹ
広
島
県
縮
景
園
及
び
広
島
県
立
美
術
ؗ
を
一
体
的
に
運
営
し
、

企
画
・
広
報
を
強
化
す
る
た
め
、指
定
管
理
業
務
の
う
ち
利
用
料

金
制
の
ൣ
囲
等
を
見
直
す
条
例
改
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
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ɹ
六
月
補
正
予
算
ฤ
成
後
の
状
況
変
化
等
を
踏
ま
え
、総
額

二
百
二
十
二
億
九
千
六
百
万
円
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

・
六
月
の
大
Ӎ
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
施
設
の
早
期
復
旧
や
、

  

災
害
か
ら
県
民
の
生
命
・
ࡒ
産
を
守
る
た
め
の
防
災
・
減
災
対

  

策
の
実
施
。

・
園
児
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
ࢲ、
立
༮
ஓ
園
や
ࢲ
立

  

保
育
所
等
の
耐
震
化
を
促
進
。
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9月30日開催常任委員会の動き
補
正
予
算
一
件

原
案
可
決ớ
全
会
一
致
Ờ

新
規
付
託
の

ئ
一
件
ɹ
࠾


補
正
計
上
さ
れ
た
公
共
事
業
費
の
速
や
か
な

ࣥ
行
に
よ
る
事
業
効
果
の
早
期
発
現
な
ど

総
務
委
員
会

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果

ʲその他ʳ
主
な
質
疑
事
項

˗
社
会
保
ো
・
੫
൪
߸
制
度
推
進
事
業
に
つ
い

て
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
た
新

サ
ー
ビ
ス
の
検
討
や
、利
用
促
進
に
向
け
た
周

知
を
行
う
と
と
も
に
ݸ、
人
情
報
࿙
れ
防
止

の
た
め
の
啓
発
を
十
分
に
行
っ
て
い
く
こ
と
。

˗
大
Ӎ
に
よ
り
被
災
し
た
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
果
樹
研
ڀ
部
に
つ
い
て
は
、復
旧
に
万

全
を
期
す
と
と
も
に
、災
害
時
に
取
る
べ
き

行
動
の
ਁ
ಁ
を
図
る
な
ど
、職
員
の
安
全
確

保
に
取
り
組
む
こ
と
。

˗
ひ
ろ
し
ま
未
来
ν
Ỿ
レ
ン
ジ
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
る
目
標
を
着
実

に
実
現
す
る
た
め
、達
成
状
況
を
踏
ま
え
た

事
業
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
三
件
、

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件

原
案
可
決ớ
全
会
一
致
Ờ

ࢲ
立
保
育
所
に
お
け
る
耐
震
化
の
促
進
対

策
、౦
ژ
ύ
ラ
Ϧ
ン
ϐ
ッ
ク
ڝ
技
大
会
に
向
け

た
ো
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

付
託
議
案
の
審
査
結
果

ʲその他ʳ
主
な
質
疑
事
項

˗
縮
景
園
及
び
県
立
美
術
ؗ
の
指
定
管
理
業

務
の
一
体
化
及
び
所
ଂ
作
品
展
の
企
画
な

ど
一
部
業
務
の
直
営
化
に
つ
い
て
は
、適
切

な
管
理
運
営
形
ଶ
に
係
る
検
討
を
行
う
必

要
が
あ
る
こ
と
。

˗
ো
害
児
施
設
及
び
児
童
ཆ
ޢ
施
設
等
の
防

൜
対
策
に
つ
い
て
は
、各
施
設
に
お
け
る
防

൜
意
識
の
向
上
に
向
け
、市
町
と
連
携
し
て

指
導
や
助
言
を
行
う
こ
と
。

˗
広
島
が
ん
高
精
度
์
ࣹ
線
治
ྍ
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
つ
い
て
は
、治
ྍ
成

の
公
表
な
ど

成
果
を
広
く
県
民
に
示
す
と
と
も
に
、関
係

者
と
十
分
協
議
を
行
い
収
支
改
善
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
こ
と
。

補
正
予
算
一
件

原
案
可
決ớ
全
会
一
致
Ờ

Ｔ
̥
̥
に
係
る
国
の
施
策
に
呼
応
し
た
県

の
対
応
な
ど

農
林
水
産
委
員
会

付
託
議
案
の
審
査
結
果

ʲその他ʳ
主
な
質
疑
事
項

˗
老
朽
た
め

に
つ
い
て
は
、計
画
的
な
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、ϋ
ー
ド
対
策
の
み

な
ら
ず
、水
位
調
整
の
ノ

ϋ

を
伝
え
る

な
ど
、よ
り
き
め
細
か
い
ι
フ
ト
対
策
を
ߨ

じ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

˗
次
世
代
ྛ
業
基
盤
づ
く
り
事
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、ス
Ϊ
大
ܘ
材
の
み
な
ら
ず
ώ
ノ

キ
の
新
た
な
ध
要
確
保
に
つ
な
げ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
。ま
た
、ध
給
動
向
を
踏
ま
え
た


材
工
場
の
整
備
な
ど
、ྛ
業
事
業
体
の
経
営

安
定
化
に
向
け
、積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

˗
県
౦
部
を
ॳ
め
と
し
た
農
ྛ
水
産
関
係
施

設
の
災
害
復
旧
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、経
済
対
策
予
算
分
を
含
め
、計
画
的
に

工
事
を
発

し
、早
期
復
旧
に
努
め
る
こ
と
。

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
一
件
、

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件

原
案
可
決ớ
全
会
一
致
Ờ

企
業
局
所
有
の
未
着
手
用
地
の
活
用
方

、フ

レ
キ
シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
建
設
工
事
の
入
札
に
お
け

る
土
木
建
築
局
と
し
て
の

任
あ
る
対
応
な
ど

建
設
委
員
会

付
託
議
案
の
審
査
結
果

ʲその他ʳ
主
な
質
疑
事
項

˗
大
Ӎ
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
な
ど
、住
民
の

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、河
川
内
の
堆
積
土
の
除

去
な
ど
の
維
持
管
理
や
道
路
等
の
社
会
資
本

整
備
も
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
。

˗
広
島
ۭ
ߓ
へ
の
経
営
改
革
の
導
入
を
推
進
す

る
意
義
や
目
的
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

運
営
事
業
者
と
十
分
に
連
携
す
る
枠
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
。ま
た
、適
ٓ
議
会
に
説
明
す

る
こ
と
。

˗
広
島
高
速
̑
߸
線
の
ト
ン
ネ
ル
に
お
け
る
ආ


施
設
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、利
用
者
の

安
全
確
保
の
た
め
、୭
も
が
速
や
か
に
退
ආ

で
き
る
よ
う
、十
分
検
討
す
る
こ
と
。

補
正
予
算
一
件

原
案
可
決ớ
ࢍ
成
多
数
Ờ

広
島
県
総
合
ά
ラ
ン
ド
の
老
朽
及
び
危
険

箇
所
等
の
早
期
修
સ
な
ど

文
教
委
員
会

付
託
議
案
の
審
査
結
果

ʲその他ʳ
主
な
質
疑
事
項

˗
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
の
整
備
に
当
た
っ

て
は
、広
島
市
と
十
分
調
整
し
、
任
の
所
在

を
明
確
に
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、補
正

予
算
の
積
算
根
拠
を
明
示
す
る
こ
と
。ま
た
、

開
校
に
際
し
、工
期
遅
Ԇ
に
よ
る
ѱ
影
響
が

生
じ
な
い
よ
う
、工
事
の
工
夫
や
安
全
管
理

を
行
う
と
と
も
に
、ଔ
業
後
の
進
路
を
考
慮

し
た
目
標
を
設
定
さ
れ
た
い
こ
と
。

˗
ࢲ
立
༮
ஓ
園
の
耐
震
化
が
早
期
に
完
了
す
る

よ
う
、新
た
な
制
度
を
活
用
し
、༮
ஓ
園
と

連
携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
。

˗
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、多
く
の
教

Պ
で
全
国
平
ۉ
を
上
回
る
状
況
に
あ
る
が
、

学
力
に
課
題
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応

な
ど
、学
習
環
境
の
さ
ら
な
る
改
善
に
取
り

組
ま
れ
た
い
こ
と
。

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
一
件

原
案
可
決ớ
全
会
一
致
Ờ

働
き
方
改
革
の
推
進
に
向
け
た
今
後
の
取

り
組
み
な
ど

警
察・商
工
労
働
委
員
会

付
託
議
案
の
審
査
結
果

ʲその他ʳ
主
な
質
疑
事
項

˗
国
外
で
൜
罪
被
害
に
あ
っ
た
人
へ
の
支
援
に

当
た
っ
て
は
、被
害
者
に
寄
り
ఴ
っ
た

切
・

ஸ
ೡ
な
対
応
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

˗
児
童
ٮ
待
の
通
ࠂ
件
数
が
増
加
す
る
中
、児

童
相
ஊ
所
等
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

す
る
な
ど
、児
童
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と

し
た
対
応
を
ప
底
す
る
こ
と
。

˗


で
の
誘
客
プ
ロ
Ϟ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
に

当
た
っ
て
は
、市
町
と
連
携
し
、観
光
資
ݯ
を

効
果
的
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、広
島

ۭ
ߓ
の
利
用
促
進
に
ܨ
が
る
よ
う
、土
木
建

築
局
と
も
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
。

˗
ג
ࣜ
会
社
ひ
ろ
し
ま
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

機
構
の
投
資
先
企
業
等
に
お
い
て
は
ࡒ、
務

状
況
等
を
適
切
に
開
示
さ
れ
た
い
こ
と
。

˔

ே

の
֩
実
ݧ
及
び
ϛ
α
Π
ル
発
ࣹ
に
߅
ٞ
す
る
ܾ
ٞ

˔
ࢲ
学
ॿ
成
の
充
実
ڧ
化
を
ٻ
Ί
る
ҙ
ݟ
ॻ

˔
࣍
期
հ
ޢ
อ
ݥ
制
度
改
ਖ਼
に
お
け
る

ࢱ
用
۩
ɾ
ॅ

改
म
の
ݟ

し

に
ؔ
す
る
ҙ
ݟ
ॻ

˔
指
定
生
ೕ
生
産
者
ஂ
ମ
制
度
の
ଘ
ଓ
と
機
能
ڧ
化
を
ٻ
Ί
る
ҙ
ݟ
ॻ

˔
地
方
ٞ
ձ
ٞ
һ
の
ް
生

ۚ
へ
の
Ճ
ೖ
を
ٻ
Ί
る
ҙ
ݟ
ॻ

本
会
議
等
の
行
事
の
な
い
日
は
、本
会
議

場
の
団
体
見
学
が
で
き
ま
す
。

ޕ
前
九
時
Ỗ
十
一
時
半
ޕ、
後
一
時
Ỗ
五
時

ớ
土
・
日
、ॕ
日
等
を
除
く
Ờ

●
本
会
議
場
の
団
体
見
学

ừ
問
合
せ
Ử県
議
会
事
務
局
総
務
課

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
〇
八
二
ổ
五
一
三
ổ
四
七
二
三

本
会
議
の

聴
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、

開
催
日
に
、議
会
౩

一
階
の
受
付
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

受
付
ʗ
ޕ
前
九
時
Ỗ

先
着
ॱ
に
五
十
名

ま
で

本
会
議
の

聴
の
際
、手

通
訳
者
を

手
配
で
き
ま
すớ
原
ଇ
五
日
前
ま
で
の

事
前
ਃ
込
必
要
Ờ。ま
た
、ೕ
༮
児
等
を

同
伴
の
方
は
、
ࢠ

聴
ࣨ
を
利
用
で

き
ま
す
。

●
本
会
議
の
傍
聴

ừ
問
合
せ
Ử県
議
会
事
務
局
議
事
課

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
〇
八
二
ổ
五
一
三
ổ
四
七
三
二

委
員
会
の
৹
議
状
況
が
、議
会
౩
一
階

の
Ϟ
χ
タ
ー
ς
レ
ビ
で
ご
ཡ
い
た
だ
け

ま
す
。

受
付
ʗ
委
員
会
開

催
の
一
時
間
前
Ỗ

定
員
三
十
六
名ớ
希

望
者
多
数
の
場
合

ந
選
Ờ

本
会
議
、委
員
会
の
開
催
日
時
は
、

決
定
さ
れ
次
ୈ
、ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
委
員
会
の

　モ
ニ
タ
ー
視
聴

ɹ
広
報
委
員
会
で
は
、本
」ࢴ
ひ
ろ
し
ま
県
議
会
だ
よ
り
」や
、広
報

൪
組「
ひ
ろ
し
ま
県
議
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」の
企
画
・
ฤ
集
を
は
じ

め
、議
会
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
や
本
会
議
等
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
な

ど
、議
会
広
報
に
関
す
る
事
߲
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
の
紹
介

委
員
長 

東

　保
幸

委  

員 

石
橋
林
太
郎

委  

員 

尾
熊
良
一

委  

員 

山
下
智
之

委  

員 

佐
々
木
弘
司

委  

員 

平
田
修
己

副
委
員
長 

松
浦
幸
男

委  

員  

畑
石
顕
司

委  

員  

大
島
昭
彦

委  

員  

宮
本
新
八

委  

員  

辻

　恒
雄

副
委
員
長 

窪
田
泰
久

委  

員  

西
本
博
之

委  

員  

桑
木
良
典

委  

員  

宮

　政
利

委  

員  

岡
﨑
哲
夫

ɹ
九
月
二
十
九
日
に
、十
六
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
決
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

ɹ
平
成
二
十
七
年
度
決
算
に
つ
い
て
、九
月
定
例
会
ด
会
後
、約
二
か

月
間
৹
査
を
行
い
、十
二
月
定
例
会
で
৹
査
結
果
が
報
ࠂ
さ
れ
、議
決

さ
れ
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

 

百
三
十
一
億
七
千
五
百
万
円

障
害
者
支
援
施
設
等
の
防
犯
対
策
の
強
化

　三
億
二
千
八
百
万
円

信
頼
さ
れ
る
医
療
・
介
護
提
供
体
制
の
構
築

　

  

五
千
三
百
万
円

競
争
力
の
あ
る
県
産
材
の
供
給
体
制
の
構
築 

十
九
億
七
千
九
百
万
円

新
規
国
際
定
期
路
線
の
誘
致

　
　
　
　
　
　
　一
千
六
百
万
円

外
国
人
観
光
客
の
誘
客
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　九
百
万
円

֤議Ҋʹର͢Δ議員ͷදܾଶʢࢍ൱ʣɺ
ϗʔϜϖʔδͰ公ද͍ͯ͠·͢ɻ 広島県議会ࡧݕࡧݕ ຊ会議ใ 議Ҋ৹議݁Ռ➡ ➡

し͍ͯま͢ɻߋΒಡΈや͍͢ॻମม͔߸ࠓ
͜のใࢴʹ͍ͭͯの͝ҙݟɾ͝ ཁΛ͓ͩͤ͘دさ͍ɻ

〒730‐8509 広島市中区基町10‐52
広島県議会事務局 政策調査課

あて先

082-222-9600 HJLBJDIPVTB!QSFG�IJSPTIJNB�MH�KQFAX ＭＡＩＬ

082-513-4743TEL

ܾ
ɹٞ

ҙ
ݟ
ॻ

ӈ
͔
Β

委  

員  

石
津
正
啓（
公
明
党
）

委  

員  

西
村
克
典（
民
主
県
政
会
）

委
員
長  

上
田
泰
弘（
自
民
議
連
）

委  

員  

平
本

　徹（
自
民
会
）

委  

員  

佐
藤
一
直（
広
志
会
）

݄̕ ��
݄̕ ��
݄̕ ��ʙ��
݄̕ ��
��݄�
��݄�

本会議
全員委員会
本会議
各ৗ委員会
決ࢉ特ผ委員会
本会議

開会、ఏҊ理༝આ໌など
ఏҊ事߲、決ࢉのઆ໌など
一般質問など
託議Ҋ・ئの৹ࠪなど
決ࢉの৹ࠪなど
委員長ใࠂ、議Ҋの採決など、ด会

˝݄̕ఆྫ会ఔ�（平成28年9月20日～10月5日）

ຊ会ٞ等の༷͕
̮̾ ̩̈́ ̱̈́ FͰࢹௌͰ͖ま͢

定例会から、生中継・画信ともに̮̾ࠓ　 ̩̈́ ̱̈́ で̴
信します。
　この取り組みについても、広ใ委員会においてݕ౼し、
実施をఏҊしました。
　これにより、εϚートϑΥンなどで、どこにいても本会
議等が視ௌできるようになりました。
　ͥひ、ご覧ください。

広島県議会ࡧݕࡧݕ Πϯλʔωοτதܧ➡



ひろしま県議会だより 平成28（2016）年11月3日

　中山間地域活性化に
向け、中山間地域への共
感と誘客促進のための
プロジェクト、地域づくり
の多様な活動の後押し、
地域の魅力発信につな
がる多様なイベントを
官民一体で展開する。

 さとやま
未来博2017

用語
解説

　自治体が発注する公
共工事や業務委託など
を受注する事業者の賃
金や労働条件を定める
もので、平成２１年に千
葉県野田市で初めて制
定された。

 公契約条例
用語
解説

　市町村合併特例法に
基づき平成１１年に始ま
り平成１７年前後にピー
クを迎えた市町村合併。
広島県では平成１５年
から１８年にかけて実施
され８６あった市町村は
現在２３市町となった。

平成の大合併
用語
解説

　貧困、環境、平和ほか
世界的な問題に取り組
む市民団体。紛争解決、
大規模自然災害など緊
急人道支援へのＮＧＯ
の参加が国際的な注目
を集めるなど着実に成
果をあげている。

 国際ＮＧＯ
用語
解説

公明党
田川寿一 議員
〈広島市西区〉

問答
住
民
に
危
険
性
を
早
く
知
ら

せ
る
た
め
、早
期
の
基
礎
調

査
・
区
域
指
定
の
完
了
が
必
要
で
あ

る
。県
は
二
〇
一
九
年
度
ま
で
に
す
べ

て
完
了
さ
せ
る
と
し
て
い
る
が
、現
在

の
基
礎
調
査
及
び
警
戒
区
域
等
の
指

定
の
進
捗
度
等
に
つ
い
て
伺
う
。

問
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指

定
に
つ
い
て
は
、基
礎
調
査
実

施
計
画
に
基
づ
い
て
加
速
化
さ
せ
、

概
ね
計
画
ど
お
り
に
進
め
て
い
る
。今

後
も
計
画
か
ら
遅
れ
ぬ
よ
う
、区
域

指
定
の
地
元
説
明
会
に
お
い
て
市
町

と
一
層
の
連
携
・
協
働
を
図
る
な
ど
、

取
り
組
み
を
加
速
す
る
。ま
た
、警
戒

区
域
等
の
指
定
後
も
災
害
か
ら
命
を

守
る
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

答 広
島
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

情
報
拠
点
化

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の

指
定
の
進
捗
度
等

広
島
は
平
和
を
希
求
す
る
拠

点
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
。

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
情
報
拠
点
に
す
る
こ

と
、ま
た
オ
バ
マ
大
統
領
引
退
後
に
平

和
の
旗
振
り
役
と
し
て
広
島
を
原
点

と
し
た
活
動
を
行
う
こ
と
、あ
る
い
は

知
事
自
ら
が
そ
の
実
現
に
向
け
て
働

き
か
け
る
こ
と
へ
の
所
見
を
伺
う
。

広
島
が
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
拠
点

と
な
る
こ
と
は
、核
兵
器
の
な

い
国
際
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、発

信
力
と
活
動
の
強
化
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
る
。オ
バ
マ
大
統
領
に
は
、

退
任
後
も
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世

界
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、大
統
領
に
、

具
体
的
な
提
案
が
で
き
る
よ
う
、検

討
し
て
い
く
。

　広島市域の定時制・
通信制課程を再編し、県
と広島市が共同で設置
する定時制・通信制課程
の機能を併せ持った、新
しいタイプの高等学校。
平成30年4月に開校。

 フレキシブル
スクール（仮称）

用語
解説

広志会
井原 修 議員
〈東広島市〉

問答
今
定
例
会
に
お
い
て
、債
務
負

担
行
為
二
億
二
千
万
円
余
り
の

補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
て
い
る
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
は
、県
市
共
同
事
業

で
、市
立
高
校
と
し
て
設
置
す
る
た

め
、県
が
必
要
経
費
の
二
分
の
一
を
負

担
す
る
。今
回
、市
の
積
算
し
た
予
定

価
格
に
対
し
、四
億
円
以
上
も
の
差
額

が
出
て
入
札
不
調
と
な
り
、そ
の
積
算

内
訳
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。積
算
が
正

し
い
と
言
わ
れ
て
も
納
得
で
き
る
材
料

も
な
い
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

問
県
教
育
委
員
会
と
し
て
、基
本

設
計
段
階
か
ら
、設
計
費
、単

価
の
概
算
を
出
す
部
分
等
、広
島
市
や

土
木
建
築
局
と
十
分
に
連
携
す
る
こ

と
が
足
り
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

答 県
庁
舎
の
建
て
替
え
と
広
島

市
中
心
部
の
再
開
発
に
つ
い
て

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル

に
つ
い
て

広
島
市
中
心
部
は
、バ
ス
セ
ン

タ
ー
や
地
下
街
を
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
お
り
、

老
朽
化
し
た
県
庁
舎
を
含
め
、都
市

機
能
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、三
十

億
円
を
投
じ
、七
年
も
か
け
て
県
庁

舎
の
耐
震
化
を
行
い
、三
十
年
も
こ
の

ま
ま
使
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。ま

た
、四
万
二
千
㎡
の
敷
地
に
五
万
五

千
㎡
し
か
な
い
庁
舎
が
建
ち
、土
地
の

高
度
利
用
に
も
ほ
ど
遠
い
。県
庁
舎
の

機
能
も
陳
腐
化
し
、経
済
同
友
会
等

も
高
度
利
用
す
べ
き
と
の
認
識
で
あ

る
。県
庁
舎
の
在
り
方
を
、い
つ
ま
で

に
、ど
の
よ
う
に
検
討
す
る
の
か
。

本
県
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
な
ど
を
踏
ま
え
て
、適
時
適

切
に
検
討
し
て
い
く
。

　ある地域の人口につ
いて、他の地域からの転
入者数（Ａ）よりも、他の
地域への転出者数（Ｂ）
のほうが上回っている
状態（Ａ＜Ｂ）。「転出超
過」とも言う。

 人口の社会減
用語
解説

　選挙や政治の仕組
みなどの知識だけでな
く、社会・経済の仕組み
を理解し主体的に社
会の形成に参画する
ために、自立した主権
者として必要な能力・
態度を育成する教育。

 主権者教育
用語
解説

　広島市中区上幟
町にある国の名勝。
1620年に初代広島
藩主・浅野長晟が、
家老の上田宗箇に
命じて作らせた回
遊式の庭園で、面
積は４万８千㎡。

 縮景園
用語
解説

　軌道系交通を地域活
性 化の手 段として、生
活、産業、観光、医療、福
祉等あらゆる角度から、
新たな形で活用するこ
と。全国でも多くの自治
体がＪＲと協議を重ね
ながら実施。

 ローカル線
フル活用

用語
解説

　県内の中小企業が、
新たな取り組みに必要
な即戦力人材を採用し
た場合、人材紹介会社
等に支払う紹介手数料
など必要な経費の一部
を県が補助する制度。

プロフェッショナル
人材の受入支援

用語
解説

観光地や特産品、歴史・
文化、自然、産業など「ひ
ろしま」の地域資産の認
知・評価を高め、その地
名から豊かな連想が広
がることを通じて「ひろし
ま」が魅力ある地域とし
て選ばれることを目指す。

「ひろしま」
ブランドの価値向上

用語
解説

9
月
27
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

9
月
27
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

　河川における土砂の
堆積や樹木・雑草の繁
茂は、洪水時に流れを
阻害し水位を上昇させ、
浸水などの災害を助長
する恐れがあり、県内各
地の河川でも土砂の堆
積等が進んでいる。

河川の
堆積土等

用語
解説

自民議連
上田泰弘 議員

〈三原市・世羅郡〉

問答
こ
の
夏
の
災
害
に
よ
り
県
民
の

不
安
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、河
川
の
堆
積
土
等
の
除

去
事
業
の
加
速
化
を
図
り
、計
画
期
間

を
前
倒
し
し
て
完
了
さ
せ
る
よ
う
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
が
、所
見
を
伺
う
。

問
今
年
三
月
に
策
定
し
た「
河
川

内
の
堆
積
土
等
除
去
計
画
」に

基
づ
き
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

緊
急
度
の
高
い
箇
所
か
ら
優
先
的
に

着
手
す
る
。有
用
な
土
砂
の
売
却
や

樹
木
の
引
き
取
り
希
望
者
の
公
募
な

ど
地
域
と
も
連
携
し
な
が
ら
、効
率

的
で
効
果
的
な
堆
積
土
の
除
去
方
法

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、計
画
の

促
進
を
図
り
、県
民
の
災
害
に
対
す

る
不
安
の
解
消
に
努
め
る
。

答 広
島
空
港
の

空
港
経
営
改
革

河
川
の
計
画
的
維
持
管
理

に
よ
る
防
災
機
能
の
維
持

改
革
の
今
後
の
方
向
性
に
関

し
、軌
道
系
ア
ク
セ
ス
が
な
い

こ
と
の
影
響
を
ど
う
捉
え
、対
応
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、一
体
運

営
の
導
入
に
際
し
、周
辺
事
業
者
の
位

置
づ
け
を
ど
う
想
定
し
て
い
る
の
か
。

参
入
を
検
討
す
る
事
業
者
は
、

軌
道
系
が
な
い
こ
と
を
弱
み
と

捉
え
て
お
ら
ず
、高
速
道
を
活
か
し
バ

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
を
優
先
す
べ

き
と
の
意
見
の
た
め
、当
面
、速
達

性
・
定
時
性
の
強
化
を
図
る
観
点
で

道
路
整
備
を
推
進
す
る
。一
体
運
営

の
対
象
は
、滑
走
路
な
ど
基
本
施
設
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
、国
営
駐
車
場
を
想

定
し
て
お
り
、民
間
駐
車
場
な
ど
周

辺
施
設
の
意
見
を
十
分
に
聴
き
な
が

ら
、位
置
付
け
を
国
と
調
整
す
る
。

9
月
27
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

自民会
下原康充 議員

〈東広島市〉

9
月
26
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

民主県政会
的場 豊 議員

〈福山市〉

9
月
26
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

自民議連
下森宏昭 議員

〈三次市〉

9
月
26
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

問答
過
去
に
地
表
を
襲
っ
た
災
害

の
痕
跡
は
地
形
に
残
り
、そ
の

痕
跡
は
地
名
と
し
て
記
録
さ
れ
て
お

り
、こ
の
よ
う
な
地
名
や
、周
囲
の
自

然
状
況
を
新
た
な
目
で
見
直
し
、そ

の
土
地
の
防
災
・
減
災
に
活
用
す
る

こ
と
や
、こ
の
こ
と
を
広
く
県
民
に

啓
発
し
、防
災
意
識
を
高
め
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、県
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

問
広
島
県「
み
ん
な
で
減
災
」県

民
総
ぐ
る
み
運
動
の
行
動
計

画
で
は
、歴
史
的
文
書
や
記
念
碑
等

に
よ
り「
過
去
の
災
害
か
ら
学
ぶ
」こ

と
を
自
主
防
災
組
織
や
消
防
団
等
の

取
り
組
み
内
容
と
し
て
掲
げ
て
い

る
。今
後
と
も「
災
害
死
ゼ
ロ
」を
目

指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

答 広
島
県
に
お
け
る

「
平
成
の
大
合
併
」の
評
価

過
去
の
災
害
を
伝
え
る
地
名

の
防
災
及
び
減
災
へ
の
活
用

全
国
に
は
県
の
政
策
一
つ
で
貧

し
か
っ
た
村
が
豊
か
な
村
と
な

る
よ
う
な
例
が
あ
る
。こ
の
よ
う
な
村

の
状
況
を
考
え
る
と
、平
成
の
大
合
併

の
功
罪
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。広
島

県
と
し
て
平
成
の
大
合
併
は
正
し
か
っ

た
と
考
え
て
い
る
の
か
、見
解
を
伺
う
。

報
道
機
関
が
実
施
し
た
市
町

村
合
併
に
関
す
る
世
論
調
査

で
は
、行
政
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
こ

と
な
ど
を
理
由
に
、三
八
・
四
％
の
方

が「
良
か
っ
た
」と
回
答
し
、「
良
く
な

か
っ
た
」と
回
答
さ
れ
た
一
三
・
九
％

を
上
回
っ
て
い
る
。様
々
な
課
題
は
あ

る
も
の
の
、本
県
に
お
け
る
市
町
村

合
併
に
つ
い
て
は
全
体
と
し
て
大
き

な
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

問答
補
正
予
算
で
は
災
害
復
旧
な

ど
多
く
の
公
共
事
業
を
見
込
ん

で
い
る
が
、条
例
で
公
契
約
に
係
る
枠

組
み
や
ル
ー
ル
を
作
ら
な
け
れ
ば
労

働
者
賃
金
の
底
上
げ
に
つ
な
が
ら
な

い
。以
前
か
ら
指
摘
し
て
い
る
、条
例

制
定
に
向
け
た
進
捗
状
況
を
伺
う
。

問
条
例
制
定
県
へ
の
聞
き
取
り
調

査
な
ど
を
実
施
し
た
結
果
、い

ず
れ
の
県
で
も
そ
の
効
果
を
検
証
す
る

に
は
至
っ
て
い
な
い
。条
例
制
定
に
よ
る

県
内
市
町
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
な
ど
の
課
題
等
も
あ
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、引
き
続
き
他
県
の
取
り

組
み
や
考
え
方
な
ど
情
報
収
集
に
努

め
な
が
ら
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、適

正
な
労
働
環
境
の
整
備
に
向
け
て
契

約
制
度
の
見
直
し
を
積
極
的
に
行
う
。

答 県
境
を
越
え
る
政
策
課
題

へ
の
対
応

公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

備
後
圏
域
に
お
け
る
連
携
中

枢
拠
点
都
市
構
想
な
ど
県
境

を
越
え
た
課
題
に
対
し
て
県
は
積

極
的
に
関
与
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

具
体
的
な
施
策
展
開
に
向
け
た
県

の
認
識
と
見
解
を
伺
う
。

住
民
の
生
活
圏
域
が
県
境
を

越
え
て
広
域
化
す
る
中
で
近

隣
県
と
の
連
携
を
積
極
的
に
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。岡
山
県
と
は

両
県
知
事
会
議
に
お
い
て
、病
児
・
病

後
児
保
育
に
係
る
相
互
利
用
促
進
や
、

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
技
術

連
携
強
化
と
い
っ
た
具
体
的
な
施
策

で
の
連
携
に
つ
い
て
一
定
の
合
意
を

得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。引
き
続
き
広

域
的
な
共
通
課
題
の
解
決
と
地
域
全

体
の
活
性
化
に
向
け
て
、一
層
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

問答
三
江
線
廃
止
後
も
地
元
住
民

の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
こ
と

は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、県
が
先
頭
に

立
っ
て
今
後
の
対
応
を
進
め
て
ほ
し
い

が
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

問
三
江
線
は
、三
次
と
江
津
を
結

ぶ
長
距
離
路
線
で
、県
の
区
域

を
越
え
た
広
域
的
観
点
で
の
取
り
組

み
も
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、県
と

し
て
、側
面
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、沿

線
市
町
、島
根
県
と
共
同
で
、代
替
交

通
確
保
の
具
体
的
な
計
画
策
定
に
取

り
組
む
な
ど
、主
体
的
役
割
を
果
た

し
た
い
。新
た
な
交
通
体
系
の
検
討
開

始
に
向
け
、関
係
者
と
の
調
整
に
早

速
取
り
組
み
、計
画
策
定
の
枠
組
み

の
一
刻
も
早
い
立
ち
上
げ
に
努
め
る
。

答 ひ
ろ
し
ま
さ
と
や
ま
未
来
博

二
〇
一
七
に
か
け
る
覚
悟

三
江
線
の
廃
止
問
題
に

係
る
今
後
の
対
応

来
年
三
月
か
ら
十
一
月
に
開

催
を
予
定
し
て
い
る「
ひ
ろ
し

ま 
さ
と
や
ま
未
来
博
二
〇
一
七
」に

は
、地
域
全
体
が
盛
り
上
が
る
た
め

に
も
、「
し
ま
の
わ
」を
上
回
る
十
分

な
予
算
を
確
保
し
、取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。中
山
間
地
域
振
興
に
取
り
組

む
知
事
の
覚
悟
に
つ
い
て
伺
う
。

実
行
委
員
会
で
は
、二
年
間

で
、「
し
ま
の
わ
」の
広
島
県
側

負
担
額
と
ほ
ぼ
同
額
の
約
三
億
九
千

万
円
の
予
算
を
見
込
ん
で
お
り
、中

山
間
地
域
全
体
で
、多
様
な
人
材
に

よ
る
活
動
の
輪
が
広
が
り
、多
く
の

方
々
が
中
山
間
地
域
の
価
値
に
共
鳴

し
、地
域
の
未
来
を
支
え
る
主
体
と

し
て
、意
欲
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る

よ
う
展
開
す
る
。

民主県政会
内田 務 議員

〈福山市〉

問答
特
別
支
援
学
校
の
児
童
生
徒

の
増
加
に
伴
い
、施
設
・
設
備
の

改
善
や
、教
職
員
の
配
置
拡
充
等
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、野
外
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
な
ど
、授
業
内

容
も
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
校
舎
の
増
築
等
を
行
い
、児
童

生
徒
数
や
学
級
数
を
踏
ま
え

た
教
職
員
配
置
を
行
っ
て
き
た
。社

会
見
学
や
遠
足
等
は
社
会
性
や
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
上
で
、ま
た
ス

ポ
ー
ツ
は
心
身
の
健
康
や
体
力
の
向

上
、明
る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
生
活

を
営
む
上
で
重
要
で
あ
り
、各
学
校

に
お
い
て
計
画
的
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。今
後
と
も
、在
籍
者
数
の
推
移
等

を
見
極
め
、適
切
な
環
境
整
備
及
び

教
育
活
動
の
充
実
に
努
め
る
。

答 中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
策

特
別
支
援
学
校
の
充
実

首
都
圏
か
ら
本
県
へ
の
移
住
を

促
進
し
て
い
る
が
、実
現
の
た
め

に
は
働
く
場
所
が
決
め
手
と
な
る
。「
し

ご
と
」が「
ひ
と
」を
呼
ぶ
と
思
う
が
、本

県
中
小
企
業
の
活
性
化
に
向
け
た
、生

産
性
向
上
や
経
営
力
強
化
、人
材
の
確

保
と
育
成
に
係
る
支
援
策
を
伺
う
。

中
小
企
業
の
発
展
の
た
め
に

は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

た
付
加
価
値
の
高
い
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
創
出
、市
場
の
開
拓
、資
金
の
確

保
等
が
重
要
で
あ
り
、新
商
品
開
発

や
販
路
拡
大
、県
費
預
託
融
資
制
度

に
よ
る
資
金
供
給
等
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。ま
た
、Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職

支
援
、プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の

受
入
支
援
な
ど
、今
後
と
も
中
小
企

業
の
人
材
の
育
成
・
確
保
及
び
成
長

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

9
月
29
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

自民議連
小林秀矩 議員

〈庄原市〉

問答
水
稲
中
心
の
本
県
農
業
の
現
場

は
急
転
換
す
る
国
の
農
業
改
革

に
失
望
す
る
者
が
急
増
し
て
い
る
。再

度
、水
稲
中
心
の
農
業
政
策
を
策
定
し
、

農
業
従
事
者
へ
の
安
定
感
あ
る
所
得
補

償
の
確
立
が
本
県
農
業
を
未
来
へ
つ
な

げ
る
道
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

問
本
県
の
稲
作
は
多
く
を
小
規

模
零
細
農
家
が
担
い
、水
田
の

多
面
的
機
能
も
発
揮
さ
れ
て
い
る
が
、

米
消
費
の
減
少
、価
格
低
迷
な
ど
状

況
は
厳
し
く
、水
田
農
業
の
持
続
的
発

展
に
は
、一
層
の
経
営
基
盤
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
。今
後
と
も
市
町
や
関
係

団
体
と
連
携
し
、水
田
農
業
の
構
造

改
革
を
進
め
、国
の
支
援
策
を
有
効

活
用
し
、農
業
者
の
経
営
安
定
と
中

山
間
地
域
の
県
土
保
全
を
図
る
。

答 中
山
間
地
域
ロ
ー
カ
ル
線

フ
ル
活
用

水
稲
と
所
得
補
償
に
よ
る

農
業
振
興

全
国
で
は
地
域
活
性
化
の
手
段

と
し
て
軌
道
系
交
通
を
新
た
な

形
で
活
用
し
て
い
る
。本
県
で
も
現
存

す
る
ロ
ー
カ
ル
線
の
新
し
い
価
値
と
魅

力
を
見
い
だ
し
、中
山
間
地
域
の
ロ
ー

カ
ル
線
の
フ
ル
活
用
策
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

人
口
が
減
少
す
る
中
、鉄
道
を

基
幹
に
位
置
付
け
、そ
れ
を
補

完
す
る
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
交
通
と
あ

わ
せ
た
交
通
体
系
の
再
構
築
が
必
要

で
あ
る
。県
と
し
て
は
、今
後
も
鉄
道

を
最
大
限
活
用
し
、利
便
性
が
高
く

持
続
可
能
な
地
域
交
通
が
確
保
さ

れ
、さ
ら
に
、そ
れ
が
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
、公
共
交
通
会
議
へ

の
参
画
・
助
言
を
行
う
な
ど
、市
町
や

交
通
事
業
者
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

9
月
29
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

自民議連
髙木昭夫 議員

〈東広島市〉

問答
産
業
と
し
て
自
立
で
き
る
農

業
の
確
立
に
向
け
て
は
、農
地

で
の
さ
ら
な
る
ほ
場
の
整
備
や
再
整

備
に
よ
る
大
区
画
化
を
推
進
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
、こ
れ
ら
の
生
産

基
盤
の
整
備
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

問
県
内
で
は
、こ
れ
ま
で
水
稲
を

中
心
と
し
た
生
産
基
盤
の
整

備
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、野
菜
な

ど
の
高
収
益
作
物
の
生
産
拡
大
に

至
っ
て
い
な
い
。今
後
、担
い
手
に
よ

る
効
率
的
な
生
産
が
見
込
ま
れ
る
未

整
備
農
地
の
区
画
整
理
を
行
う
と
と

も
に
、整
備
済
み
農
地
の
大
区
画
化

や
汎
用
化
・
畑
地
化
の
推
進
に
よ
り
、

生
産
コ
ス
ト
の
削
減
と
高
収
益
作
物

の
導
入
を
促
進
し
、産
地
育
成
や
担

い
手
の
所
得
向
上
な
ど
を
図
る
。

答 縮
景
園
の
質
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み

国
の
土
地
改
良
長
期
計
画

を
踏
ま
え
た
農
業
の
成
長

産
業
化
へ
の
取
り
組
み

平
成
三
十
二
年
に
迎
え
る
築

庭
四
百
年
に
向
け
、大
名
庭
園

と
し
て
の
質
の
向
上
を
図
り
、国
内

外
か
ら
そ
の
価
値
が
評
価
さ
れ
る
よ

う
、取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、所
見
を
伺
う
。

今
後
、縮
景
園
の
歴
史
に
精
通

し
、庭
全
体
の
価
値
観
を
表
現

で
き
る
作
庭
家
を
庭
園
監
修
者
と
し

て
新
た
に
配
置
し
、築
庭
意
図
を
念
頭

に
置
い
た
保
存
継
承
や
植
栽
・
植
生
の

維
持
管
理
技
術
者
の
育
成
な
ど
に
取

り
組
む
。ま
た
、海
外
か
ら
の
来
園
者
を

対
象
と
し
た
多
言
語
対
応
や
分
か
り

や
す
い
解
説
の
充
実
、美
術
品
・工
芸
品

の
鑑
賞
や
茶
道
体
験
等
を
組
み
合
わ

せ
る
な
ど
、縮
景
園
の
魅
力
を
十
分
に

体
感
で
き
る
環
境
整
備
を
推
進
す
る
。

9
月
28
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

民主県政会
桑木良典 議員

〈三原市・世羅郡〉

問答
雇
用
の
場
の
確
保
の
た
め
地

域
か
ら
企
業
誘
致
を
求
め
る

声
が
あ
る
。県
は
市
町
の
企
業
立
地

施
策
へ
の
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、主
体

的
に
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

問
県
土
の
約
七
割
を
占
め
る
中
山

間
地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
に

は
雇
用
の
場
の
確
保
が
重
要
な
課
題

で
あ
る
。こ
の
た
め
、県
の
立
地
助
成

制
度
の
要
件
緩
和
や
市
町
の
雇
用
助

成
へ
の
上
乗
せ
補
助
制
度
の
創
設
を

行
う
と
と
も
に
、中
山
間
地
域
に
も
進

出
し
や
す
い
Ｉ
Ｔ
系
企
業
の
誘
致
に

向
け
た
助
成
制
度
を
新
た
に
創
設
し

た
。今
後
と
も
雇
用
の
場
の
創
出
に
向

け
て
市
町
と
の
連
携
を
強
化
し
企
業

誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答 学
校
に
お
け
る

主
権
者
教
育
の
課
題

中
山
間
地
域
へ
の

企
業
誘
致
施
策

選
挙
権
年
齢
を
満
十
八
歳
以
上

に
引
き
下
げ
る
公
職
選
挙
法
の

改
正
を
受
け
、高
校
等
で
主
権
者
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、授
業
を
進
め
る
に

当
た
り
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
っ
た
の

か
、今
後
の
改
善
点
と
あ
わ
せ
て
伺
う
。

政
治
的
中
立
性
を
確
保
し
、特

定
の
見
方
に
偏
ら
な
い
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、生
徒
が
政
治
に
関

わ
る
問
題
を
主
体
的
に
考
え
、議
論

を
深
め
る
た
め
の
学
習
活
動
を
ど
の

よ
う
に
工
夫
す
る
か
な
ど
の
課
題
が

あ
っ
た
。教
育
委
員
会
と
し
て
は
、研

修
等
で
改
善
策
な
ど
を
議
論
す
る
と

と
も
に
、優
れ
た
実
践
事
例
を
収
集

し
手
引
き
を
作
成
・
配
付
す
る
な
ど
、

各
校
の
取
り
組
み
が
充
実
す
る
よ
う

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

9
月
28
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

自民議連
出原昌直 議員

〈福山市〉

問答
こ
の
二
年
間
の
地
方
創
生
の

取
り
組
み
を
ど
う
評
価
し
て

い
る
の
か
。ま
た
、地
域
に
根
差
し
た

施
策
を
立
案
し
、本
県
な
ら
で
は
の

地
方
創
生
を
図
る
た
め
に
、ど
の
よ

う
な
仕
組
み
を
実
現
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
の
か
。

問
こ
れ
ま
で
に
、観
光
、創
業
、雇

用
、所
得
、出
生
率
、移
住
な
ど

様
々
な
分
野
で
成
果
が
現
れ
て
い
る

が
、依
然
、若
年
層
の
転
出
超
過
が
続

い
て
お
り
、更
な
る
人
口
の
社
会
減

対
策
に
集
中
的
に
取
り
組
む
。ま
た
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
施
策
の
推
進

の
た
め
、知
事
や
職
員
が
直
接
現
場

に
出
向
き
、寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
ア

イ
デ
ア
な
ど
を
参
考
に
、市
町
と
連

携
し
な
が
ら
地
域
に
根
差
し
た
取
り

組
み
を
進
め
る
。

答 せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ

地
方
創
生
の
実
現

せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
設
立
さ

れ
て
か
ら
の
半
年
、ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
の
か
。ま

た
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
掲
げ
た
目
標
を
平
成

三
十
二
年
に
達
成
す
る
た
め
、今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
応
じ
た
情
報

発
信
・
海
外
の
旅
行
博
出
展
・

海
外
旅
行
会
社
の
招
聘
、フ
ァ
ン
ド
を

活
用
し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発
支
援
、

広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
拠
点
地
区
の

受
入
環
境
整
備
支
援
な
ど
を
行
っ

た
。今
後
、海
外
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
参
考
に

し
た
機
能
強
化
、瀬
戸
内
ら
し
い
プ
ロ

ダ
ク
ト
開
発
、観
光
地
づ
く
り
に
携

わ
る
自
治
体
・
民
間
事
業
者
・
地
域
住

民
の
サ
ポ
ー
ト
等
に
取
り
組
み
、県

も
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
一
層
の
連
携
を
図
る
。

9
月
28
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

自民議連
山崎正博 議員

〈広島市安佐北区〉

問答
「
ひ
ろ
し
ま
」ブ
ラ
ン
ド
の
価
値

向
上
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
推
進

し
て
い
る
広
島
の
食
の
魅
力
向
上
の

取
り
組
み
は
、外
国
人
観
光
客
の
誘

客
に
効
果
的
と
考
え
る
が
、こ
れ
ま
で

の
成
果
と
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

問
外
国
人
観
光
客
の
期
待
が
高

い
食
の
魅
力
の
向
上
は
重
要
で

あ
り
、本
県
を
代
表
す
る
食
材
で
あ
る

カ
キ
や
県
産
和
牛
の
生
産
体
制
の
強

化
、広
島
の
食
材
を
生
か
し
た
多
様
な

食
を
提
供
す
る
料
理
人
の
発
掘
・
育

成
、フ
ラ
ン
ス
で
の
日
本
酒
の
販
路
開

拓
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。今
後

も
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
広
島

の
食
の
魅
力
向
上
を
図
り
、さ
ら
な
る

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
を
図
る
。

答 土
砂
災
害
防
止
施
設
の

整
備
等

食
の
魅
力
向
上
に
よ
る

外
国
人
観
光
客
の
誘
客

平
成
二
十
六
年
の
広
島
土
砂

災
害
か
ら
二
年
が
経
過
し
た

こ
と
を
契
機
に
、改
め
て
土
砂
災
害

防
止
施
設
整
備
の
進
捗
状
況
と
、被

災
地
の
早
期
復
旧
・
復
興
に
向
け
た

決
意
を
伺
う
。

被
災
地
域
の
復
旧
・
復
興
に
つ

い
て
は
、緊
急
事
業
五
十
七
か

所
の
う
ち
五
十
三
か
所
が
完
了
す
る

な
ど
概
ね
計
画
ど
お
り
に
進
捗
し
て

い
る
と
と
も
に「
土
砂
災
害
啓
発
・
伝

承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
八
月
に
開
設
し
、防
災
意
識
の
啓

発
、被
災
の
事
実
の
伝
承
の
取
り
組
み

も
進
め
て
い
る
。今
後
も
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
最
優
先
で
取

り
組
む
と
と
も
に
、「
災
害
に
強
い
広

島
県
」の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
む
。

9
月
29
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

県政に関する質問から（本会議における質問・答弁）
　本会議では、4日間にわたって12人の議員が一般質問を行い、県政が直面する諸課題について、県民の視点に立った議論を展開しました。

　紙面の都合上、1人2問ずつ掲載しています。その他の質問も、県議会ホームページの「インターネット中継」でご覧いただけます。



ひろしま県議会だより 平成28（2016）年11月3日

　中山間地域活性化に
向け、中山間地域への共
感と誘客促進のための
プロジェクト、地域づくり
の多様な活動の後押し、
地域の魅力発信につな
がる多様なイベントを
官民一体で展開する。

 さとやま
未来博2017

用語
解説

　自治体が発注する公
共工事や業務委託など
を受注する事業者の賃
金や労働条件を定める
もので、平成２１年に千
葉県野田市で初めて制
定された。

 公契約条例
用語
解説

　市町村合併特例法に
基づき平成１１年に始ま
り平成１７年前後にピー
クを迎えた市町村合併。
広島県では平成１５年
から１８年にかけて実施
され８６あった市町村は
現在２３市町となった。

平成の大合併
用語
解説

　貧困、環境、平和ほか
世界的な問題に取り組
む市民団体。紛争解決、
大規模自然災害など緊
急人道支援へのＮＧＯ
の参加が国際的な注目
を集めるなど着実に成
果をあげている。

 国際ＮＧＯ
用語
解説

公明党
田川寿一 議員
〈広島市西区〉

問答
住
民
に
危
険
性
を
早
く
知
ら

せ
る
た
め
、早
期
の
基
礎
調

査
・
区
域
指
定
の
完
了
が
必
要
で
あ

る
。県
は
二
〇
一
九
年
度
ま
で
に
す
べ

て
完
了
さ
せ
る
と
し
て
い
る
が
、現
在

の
基
礎
調
査
及
び
警
戒
区
域
等
の
指

定
の
進
捗
度
等
に
つ
い
て
伺
う
。

問
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指

定
に
つ
い
て
は
、基
礎
調
査
実

施
計
画
に
基
づ
い
て
加
速
化
さ
せ
、

概
ね
計
画
ど
お
り
に
進
め
て
い
る
。今

後
も
計
画
か
ら
遅
れ
ぬ
よ
う
、区
域

指
定
の
地
元
説
明
会
に
お
い
て
市
町

と
一
層
の
連
携
・
協
働
を
図
る
な
ど
、

取
り
組
み
を
加
速
す
る
。ま
た
、警
戒

区
域
等
の
指
定
後
も
災
害
か
ら
命
を

守
る
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

答 広
島
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

情
報
拠
点
化

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の

指
定
の
進
捗
度
等

広
島
は
平
和
を
希
求
す
る
拠

点
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
。

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
情
報
拠
点
に
す
る
こ

と
、ま
た
オ
バ
マ
大
統
領
引
退
後
に
平

和
の
旗
振
り
役
と
し
て
広
島
を
原
点

と
し
た
活
動
を
行
う
こ
と
、あ
る
い
は

知
事
自
ら
が
そ
の
実
現
に
向
け
て
働

き
か
け
る
こ
と
へ
の
所
見
を
伺
う
。

広
島
が
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
拠
点

と
な
る
こ
と
は
、核
兵
器
の
な

い
国
際
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、発

信
力
と
活
動
の
強
化
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
る
。オ
バ
マ
大
統
領
に
は
、

退
任
後
も
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世

界
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、大
統
領
に
、

具
体
的
な
提
案
が
で
き
る
よ
う
、検

討
し
て
い
く
。

　広島市域の定時制・
通信制課程を再編し、県
と広島市が共同で設置
する定時制・通信制課程
の機能を併せ持った、新
しいタイプの高等学校。
平成30年4月に開校。

 フレキシブル
スクール（仮称）

用語
解説

広志会
井原 修 議員
〈東広島市〉

問答
今
定
例
会
に
お
い
て
、債
務
負

担
行
為
二
億
二
千
万
円
余
り
の

補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
て
い
る
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
は
、県
市
共
同
事
業

で
、市
立
高
校
と
し
て
設
置
す
る
た

め
、県
が
必
要
経
費
の
二
分
の
一
を
負

担
す
る
。今
回
、市
の
積
算
し
た
予
定

価
格
に
対
し
、四
億
円
以
上
も
の
差
額

が
出
て
入
札
不
調
と
な
り
、そ
の
積
算

内
訳
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。積
算
が
正

し
い
と
言
わ
れ
て
も
納
得
で
き
る
材
料

も
な
い
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

問
県
教
育
委
員
会
と
し
て
、基
本

設
計
段
階
か
ら
、設
計
費
、単

価
の
概
算
を
出
す
部
分
等
、広
島
市
や

土
木
建
築
局
と
十
分
に
連
携
す
る
こ

と
が
足
り
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

答 県
庁
舎
の
建
て
替
え
と
広
島

市
中
心
部
の
再
開
発
に
つ
い
て

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル

に
つ
い
て

広
島
市
中
心
部
は
、バ
ス
セ
ン

タ
ー
や
地
下
街
を
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
お
り
、

老
朽
化
し
た
県
庁
舎
を
含
め
、都
市

機
能
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、三
十

億
円
を
投
じ
、七
年
も
か
け
て
県
庁

舎
の
耐
震
化
を
行
い
、三
十
年
も
こ
の

ま
ま
使
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。ま

た
、四
万
二
千
㎡
の
敷
地
に
五
万
五

千
㎡
し
か
な
い
庁
舎
が
建
ち
、土
地
の

高
度
利
用
に
も
ほ
ど
遠
い
。県
庁
舎
の

機
能
も
陳
腐
化
し
、経
済
同
友
会
等

も
高
度
利
用
す
べ
き
と
の
認
識
で
あ

る
。県
庁
舎
の
在
り
方
を
、い
つ
ま
で

に
、ど
の
よ
う
に
検
討
す
る
の
か
。

本
県
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
な
ど
を
踏
ま
え
て
、適
時
適

切
に
検
討
し
て
い
く
。

　ある地域の人口につ
いて、他の地域からの転
入者数（Ａ）よりも、他の
地域への転出者数（Ｂ）
のほうが上回っている
状態（Ａ＜Ｂ）。「転出超
過」とも言う。

 人口の社会減
用語
解説

　選挙や政治の仕組
みなどの知識だけでな
く、社会・経済の仕組み
を理解し主体的に社
会の形成に参画する
ために、自立した主権
者として必要な能力・
態度を育成する教育。

 主権者教育
用語
解説

　広島市中区上幟
町にある国の名勝。
1620年に初代広島
藩主・浅野長晟が、
家老の上田宗箇に
命じて作らせた回
遊式の庭園で、面
積は４万８千㎡。

 縮景園
用語
解説

　軌道系交通を地域活
性 化の手 段として、生
活、産業、観光、医療、福
祉等あらゆる角度から、
新たな形で活用するこ
と。全国でも多くの自治
体がＪＲと協議を重ね
ながら実施。

 ローカル線
フル活用

用語
解説

　県内の中小企業が、
新たな取り組みに必要
な即戦力人材を採用し
た場合、人材紹介会社
等に支払う紹介手数料
など必要な経費の一部
を県が補助する制度。

プロフェッショナル
人材の受入支援

用語
解説

観光地や特産品、歴史・
文化、自然、産業など「ひ
ろしま」の地域資産の認
知・評価を高め、その地
名から豊かな連想が広
がることを通じて「ひろし
ま」が魅力ある地域とし
て選ばれることを目指す。

「ひろしま」
ブランドの価値向上

用語
解説

9
月
27
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

9
月
27
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

　河川における土砂の
堆積や樹木・雑草の繁
茂は、洪水時に流れを
阻害し水位を上昇させ、
浸水などの災害を助長
する恐れがあり、県内各
地の河川でも土砂の堆
積等が進んでいる。

河川の
堆積土等

用語
解説

自民議連
上田泰弘 議員

〈三原市・世羅郡〉

問答
こ
の
夏
の
災
害
に
よ
り
県
民
の

不
安
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、河
川
の
堆
積
土
等
の
除

去
事
業
の
加
速
化
を
図
り
、計
画
期
間

を
前
倒
し
し
て
完
了
さ
せ
る
よ
う
取

り
組
む
べ
き
で
あ
る
が
、所
見
を
伺
う
。

問
今
年
三
月
に
策
定
し
た「
河
川

内
の
堆
積
土
等
除
去
計
画
」に

基
づ
き
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

緊
急
度
の
高
い
箇
所
か
ら
優
先
的
に

着
手
す
る
。有
用
な
土
砂
の
売
却
や

樹
木
の
引
き
取
り
希
望
者
の
公
募
な

ど
地
域
と
も
連
携
し
な
が
ら
、効
率

的
で
効
果
的
な
堆
積
土
の
除
去
方
法

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、計
画
の

促
進
を
図
り
、県
民
の
災
害
に
対
す

る
不
安
の
解
消
に
努
め
る
。

答 広
島
空
港
の

空
港
経
営
改
革

河
川
の
計
画
的
維
持
管
理

に
よ
る
防
災
機
能
の
維
持

改
革
の
今
後
の
方
向
性
に
関

し
、軌
道
系
ア
ク
セ
ス
が
な
い

こ
と
の
影
響
を
ど
う
捉
え
、対
応
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、一
体
運

営
の
導
入
に
際
し
、周
辺
事
業
者
の
位

置
づ
け
を
ど
う
想
定
し
て
い
る
の
か
。

参
入
を
検
討
す
る
事
業
者
は
、

軌
道
系
が
な
い
こ
と
を
弱
み
と

捉
え
て
お
ら
ず
、高
速
道
を
活
か
し
バ

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
を
優
先
す
べ

き
と
の
意
見
の
た
め
、当
面
、速
達

性
・
定
時
性
の
強
化
を
図
る
観
点
で

道
路
整
備
を
推
進
す
る
。一
体
運
営

の
対
象
は
、滑
走
路
な
ど
基
本
施
設
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
、国
営
駐
車
場
を
想

定
し
て
お
り
、民
間
駐
車
場
な
ど
周

辺
施
設
の
意
見
を
十
分
に
聴
き
な
が

ら
、位
置
付
け
を
国
と
調
整
す
る
。

9
月
27
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

自民会
下原康充 議員

〈東広島市〉

9
月
26
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

民主県政会
的場 豊 議員

〈福山市〉

9
月
26
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

自民議連
下森宏昭 議員

〈三次市〉

9
月
26
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

問答
過
去
に
地
表
を
襲
っ
た
災
害

の
痕
跡
は
地
形
に
残
り
、そ
の

痕
跡
は
地
名
と
し
て
記
録
さ
れ
て
お

り
、こ
の
よ
う
な
地
名
や
、周
囲
の
自

然
状
況
を
新
た
な
目
で
見
直
し
、そ

の
土
地
の
防
災
・
減
災
に
活
用
す
る

こ
と
や
、こ
の
こ
と
を
広
く
県
民
に

啓
発
し
、防
災
意
識
を
高
め
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、県
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

問
広
島
県「
み
ん
な
で
減
災
」県

民
総
ぐ
る
み
運
動
の
行
動
計

画
で
は
、歴
史
的
文
書
や
記
念
碑
等

に
よ
り「
過
去
の
災
害
か
ら
学
ぶ
」こ

と
を
自
主
防
災
組
織
や
消
防
団
等
の

取
り
組
み
内
容
と
し
て
掲
げ
て
い

る
。今
後
と
も「
災
害
死
ゼ
ロ
」を
目

指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

答 広
島
県
に
お
け
る

「
平
成
の
大
合
併
」の
評
価

過
去
の
災
害
を
伝
え
る
地
名

の
防
災
及
び
減
災
へ
の
活
用

全
国
に
は
県
の
政
策
一
つ
で
貧

し
か
っ
た
村
が
豊
か
な
村
と
な

る
よ
う
な
例
が
あ
る
。こ
の
よ
う
な
村

の
状
況
を
考
え
る
と
、平
成
の
大
合
併

の
功
罪
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。広
島

県
と
し
て
平
成
の
大
合
併
は
正
し
か
っ

た
と
考
え
て
い
る
の
か
、見
解
を
伺
う
。

報
道
機
関
が
実
施
し
た
市
町

村
合
併
に
関
す
る
世
論
調
査

で
は
、行
政
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
こ

と
な
ど
を
理
由
に
、三
八
・
四
％
の
方

が「
良
か
っ
た
」と
回
答
し
、「
良
く
な

か
っ
た
」と
回
答
さ
れ
た
一
三
・
九
％

を
上
回
っ
て
い
る
。様
々
な
課
題
は
あ

る
も
の
の
、本
県
に
お
け
る
市
町
村

合
併
に
つ
い
て
は
全
体
と
し
て
大
き

な
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

問答
補
正
予
算
で
は
災
害
復
旧
な

ど
多
く
の
公
共
事
業
を
見
込
ん

で
い
る
が
、条
例
で
公
契
約
に
係
る
枠

組
み
や
ル
ー
ル
を
作
ら
な
け
れ
ば
労

働
者
賃
金
の
底
上
げ
に
つ
な
が
ら
な

い
。以
前
か
ら
指
摘
し
て
い
る
、条
例

制
定
に
向
け
た
進
捗
状
況
を
伺
う
。

問
条
例
制
定
県
へ
の
聞
き
取
り
調

査
な
ど
を
実
施
し
た
結
果
、い

ず
れ
の
県
で
も
そ
の
効
果
を
検
証
す
る

に
は
至
っ
て
い
な
い
。条
例
制
定
に
よ
る

県
内
市
町
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
な
ど
の
課
題
等
も
あ
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、引
き
続
き
他
県
の
取
り

組
み
や
考
え
方
な
ど
情
報
収
集
に
努

め
な
が
ら
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、適

正
な
労
働
環
境
の
整
備
に
向
け
て
契

約
制
度
の
見
直
し
を
積
極
的
に
行
う
。

答 県
境
を
越
え
る
政
策
課
題

へ
の
対
応

公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

備
後
圏
域
に
お
け
る
連
携
中

枢
拠
点
都
市
構
想
な
ど
県
境

を
越
え
た
課
題
に
対
し
て
県
は
積

極
的
に
関
与
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

具
体
的
な
施
策
展
開
に
向
け
た
県

の
認
識
と
見
解
を
伺
う
。

住
民
の
生
活
圏
域
が
県
境
を

越
え
て
広
域
化
す
る
中
で
近

隣
県
と
の
連
携
を
積
極
的
に
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。岡
山
県
と
は

両
県
知
事
会
議
に
お
い
て
、病
児
・
病

後
児
保
育
に
係
る
相
互
利
用
促
進
や
、

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
技
術

連
携
強
化
と
い
っ
た
具
体
的
な
施
策

で
の
連
携
に
つ
い
て
一
定
の
合
意
を

得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。引
き
続
き
広

域
的
な
共
通
課
題
の
解
決
と
地
域
全

体
の
活
性
化
に
向
け
て
、一
層
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

問答
三
江
線
廃
止
後
も
地
元
住
民

の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
こ
と

は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、県
が
先
頭
に

立
っ
て
今
後
の
対
応
を
進
め
て
ほ
し
い

が
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

問
三
江
線
は
、三
次
と
江
津
を
結

ぶ
長
距
離
路
線
で
、県
の
区
域

を
越
え
た
広
域
的
観
点
で
の
取
り
組

み
も
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、県
と

し
て
、側
面
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、沿

線
市
町
、島
根
県
と
共
同
で
、代
替
交

通
確
保
の
具
体
的
な
計
画
策
定
に
取

り
組
む
な
ど
、主
体
的
役
割
を
果
た

し
た
い
。新
た
な
交
通
体
系
の
検
討
開

始
に
向
け
、関
係
者
と
の
調
整
に
早

速
取
り
組
み
、計
画
策
定
の
枠
組
み

の
一
刻
も
早
い
立
ち
上
げ
に
努
め
る
。

答 ひ
ろ
し
ま
さ
と
や
ま
未
来
博

二
〇
一
七
に
か
け
る
覚
悟

三
江
線
の
廃
止
問
題
に

係
る
今
後
の
対
応

来
年
三
月
か
ら
十
一
月
に
開

催
を
予
定
し
て
い
る「
ひ
ろ
し

ま 

さ
と
や
ま
未
来
博
二
〇
一
七
」に

は
、地
域
全
体
が
盛
り
上
が
る
た
め

に
も
、「
し
ま
の
わ
」を
上
回
る
十
分

な
予
算
を
確
保
し
、取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。中
山
間
地
域
振
興
に
取
り
組

む
知
事
の
覚
悟
に
つ
い
て
伺
う
。

実
行
委
員
会
で
は
、二
年
間

で
、「
し
ま
の
わ
」の
広
島
県
側

負
担
額
と
ほ
ぼ
同
額
の
約
三
億
九
千

万
円
の
予
算
を
見
込
ん
で
お
り
、中

山
間
地
域
全
体
で
、多
様
な
人
材
に

よ
る
活
動
の
輪
が
広
が
り
、多
く
の

方
々
が
中
山
間
地
域
の
価
値
に
共
鳴

し
、地
域
の
未
来
を
支
え
る
主
体
と

し
て
、意
欲
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る

よ
う
展
開
す
る
。

民主県政会
内田 務 議員

〈福山市〉

問答
特
別
支
援
学
校
の
児
童
生
徒

の
増
加
に
伴
い
、施
設
・
設
備
の

改
善
や
、教
職
員
の
配
置
拡
充
等
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、野
外
活

動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
な
ど
、授
業
内

容
も
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
校
舎
の
増
築
等
を
行
い
、児
童

生
徒
数
や
学
級
数
を
踏
ま
え

た
教
職
員
配
置
を
行
っ
て
き
た
。社

会
見
学
や
遠
足
等
は
社
会
性
や
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
上
で
、ま
た
ス

ポ
ー
ツ
は
心
身
の
健
康
や
体
力
の
向

上
、明
る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
生
活

を
営
む
上
で
重
要
で
あ
り
、各
学
校

に
お
い
て
計
画
的
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。今
後
と
も
、在
籍
者
数
の
推
移
等

を
見
極
め
、適
切
な
環
境
整
備
及
び

教
育
活
動
の
充
実
に
努
め
る
。

答 中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
策

特
別
支
援
学
校
の
充
実

首
都
圏
か
ら
本
県
へ
の
移
住
を

促
進
し
て
い
る
が
、実
現
の
た
め

に
は
働
く
場
所
が
決
め
手
と
な
る
。「
し

ご
と
」が「
ひ
と
」を
呼
ぶ
と
思
う
が
、本

県
中
小
企
業
の
活
性
化
に
向
け
た
、生

産
性
向
上
や
経
営
力
強
化
、人
材
の
確

保
と
育
成
に
係
る
支
援
策
を
伺
う
。

中
小
企
業
の
発
展
の
た
め
に

は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

た
付
加
価
値
の
高
い
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
創
出
、市
場
の
開
拓
、資
金
の
確

保
等
が
重
要
で
あ
り
、新
商
品
開
発

や
販
路
拡
大
、県
費
預
託
融
資
制
度

に
よ
る
資
金
供
給
等
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。ま
た
、Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職

支
援
、プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の

受
入
支
援
な
ど
、今
後
と
も
中
小
企

業
の
人
材
の
育
成
・
確
保
及
び
成
長

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

9
月
29
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

自民議連
小林秀矩 議員

〈庄原市〉

問答
水
稲
中
心
の
本
県
農
業
の
現
場

は
急
転
換
す
る
国
の
農
業
改
革

に
失
望
す
る
者
が
急
増
し
て
い
る
。再

度
、水
稲
中
心
の
農
業
政
策
を
策
定
し
、

農
業
従
事
者
へ
の
安
定
感
あ
る
所
得
補

償
の
確
立
が
本
県
農
業
を
未
来
へ
つ
な

げ
る
道
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

問
本
県
の
稲
作
は
多
く
を
小
規

模
零
細
農
家
が
担
い
、水
田
の

多
面
的
機
能
も
発
揮
さ
れ
て
い
る
が
、

米
消
費
の
減
少
、価
格
低
迷
な
ど
状

況
は
厳
し
く
、水
田
農
業
の
持
続
的
発

展
に
は
、一
層
の
経
営
基
盤
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
。今
後
と
も
市
町
や
関
係

団
体
と
連
携
し
、水
田
農
業
の
構
造

改
革
を
進
め
、国
の
支
援
策
を
有
効

活
用
し
、農
業
者
の
経
営
安
定
と
中

山
間
地
域
の
県
土
保
全
を
図
る
。

答 中
山
間
地
域
ロ
ー
カ
ル
線

フ
ル
活
用

水
稲
と
所
得
補
償
に
よ
る

農
業
振
興

全
国
で
は
地
域
活
性
化
の
手
段

と
し
て
軌
道
系
交
通
を
新
た
な

形
で
活
用
し
て
い
る
。本
県
で
も
現
存

す
る
ロ
ー
カ
ル
線
の
新
し
い
価
値
と
魅

力
を
見
い
だ
し
、中
山
間
地
域
の
ロ
ー

カ
ル
線
の
フ
ル
活
用
策
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

人
口
が
減
少
す
る
中
、鉄
道
を

基
幹
に
位
置
付
け
、そ
れ
を
補

完
す
る
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
交
通
と
あ

わ
せ
た
交
通
体
系
の
再
構
築
が
必
要

で
あ
る
。県
と
し
て
は
、今
後
も
鉄
道

を
最
大
限
活
用
し
、利
便
性
が
高
く

持
続
可
能
な
地
域
交
通
が
確
保
さ

れ
、さ
ら
に
、そ
れ
が
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
、公
共
交
通
会
議
へ

の
参
画
・
助
言
を
行
う
な
ど
、市
町
や

交
通
事
業
者
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

9
月
29
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

自民議連
髙木昭夫 議員

〈東広島市〉

問答
産
業
と
し
て
自
立
で
き
る
農

業
の
確
立
に
向
け
て
は
、農
地

で
の
さ
ら
な
る
ほ
場
の
整
備
や
再
整

備
に
よ
る
大
区
画
化
を
推
進
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
、こ
れ
ら
の
生
産

基
盤
の
整
備
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

問
県
内
で
は
、こ
れ
ま
で
水
稲
を

中
心
と
し
た
生
産
基
盤
の
整

備
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、野
菜
な

ど
の
高
収
益
作
物
の
生
産
拡
大
に

至
っ
て
い
な
い
。今
後
、担
い
手
に
よ

る
効
率
的
な
生
産
が
見
込
ま
れ
る
未

整
備
農
地
の
区
画
整
理
を
行
う
と
と

も
に
、整
備
済
み
農
地
の
大
区
画
化

や
汎
用
化
・
畑
地
化
の
推
進
に
よ
り
、

生
産
コ
ス
ト
の
削
減
と
高
収
益
作
物

の
導
入
を
促
進
し
、産
地
育
成
や
担

い
手
の
所
得
向
上
な
ど
を
図
る
。

答 縮
景
園
の
質
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み

国
の
土
地
改
良
長
期
計
画

を
踏
ま
え
た
農
業
の
成
長

産
業
化
へ
の
取
り
組
み

平
成
三
十
二
年
に
迎
え
る
築

庭
四
百
年
に
向
け
、大
名
庭
園

と
し
て
の
質
の
向
上
を
図
り
、国
内

外
か
ら
そ
の
価
値
が
評
価
さ
れ
る
よ

う
、取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、所
見
を
伺
う
。

今
後
、縮
景
園
の
歴
史
に
精
通

し
、庭
全
体
の
価
値
観
を
表
現

で
き
る
作
庭
家
を
庭
園
監
修
者
と
し

て
新
た
に
配
置
し
、築
庭
意
図
を
念
頭

に
置
い
た
保
存
継
承
や
植
栽
・
植
生
の

維
持
管
理
技
術
者
の
育
成
な
ど
に
取

り
組
む
。ま
た
、海
外
か
ら
の
来
園
者
を

対
象
と
し
た
多
言
語
対
応
や
分
か
り

や
す
い
解
説
の
充
実
、美
術
品
・工
芸
品

の
鑑
賞
や
茶
道
体
験
等
を
組
み
合
わ

せ
る
な
ど
、縮
景
園
の
魅
力
を
十
分
に

体
感
で
き
る
環
境
整
備
を
推
進
す
る
。

9
月
28
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

民主県政会
桑木良典 議員

〈三原市・世羅郡〉

問答
雇
用
の
場
の
確
保
の
た
め
地

域
か
ら
企
業
誘
致
を
求
め
る

声
が
あ
る
。県
は
市
町
の
企
業
立
地

施
策
へ
の
支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、主
体

的
に
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、所
見
を
伺
う
。

問
県
土
の
約
七
割
を
占
め
る
中
山

間
地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
に

は
雇
用
の
場
の
確
保
が
重
要
な
課
題

で
あ
る
。こ
の
た
め
、県
の
立
地
助
成

制
度
の
要
件
緩
和
や
市
町
の
雇
用
助

成
へ
の
上
乗
せ
補
助
制
度
の
創
設
を

行
う
と
と
も
に
、中
山
間
地
域
に
も
進

出
し
や
す
い
Ｉ
Ｔ
系
企
業
の
誘
致
に

向
け
た
助
成
制
度
を
新
た
に
創
設
し

た
。今
後
と
も
雇
用
の
場
の
創
出
に
向

け
て
市
町
と
の
連
携
を
強
化
し
企
業

誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答 学
校
に
お
け
る

主
権
者
教
育
の
課
題

中
山
間
地
域
へ
の

企
業
誘
致
施
策

選
挙
権
年
齢
を
満
十
八
歳
以
上

に
引
き
下
げ
る
公
職
選
挙
法
の

改
正
を
受
け
、高
校
等
で
主
権
者
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、授
業
を
進
め
る
に

当
た
り
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
っ
た
の

か
、今
後
の
改
善
点
と
あ
わ
せ
て
伺
う
。

政
治
的
中
立
性
を
確
保
し
、特

定
の
見
方
に
偏
ら
な
い
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、生
徒
が
政
治
に
関

わ
る
問
題
を
主
体
的
に
考
え
、議
論

を
深
め
る
た
め
の
学
習
活
動
を
ど
の

よ
う
に
工
夫
す
る
か
な
ど
の
課
題
が

あ
っ
た
。教
育
委
員
会
と
し
て
は
、研

修
等
で
改
善
策
な
ど
を
議
論
す
る
と

と
も
に
、優
れ
た
実
践
事
例
を
収
集

し
手
引
き
を
作
成
・
配
付
す
る
な
ど
、

各
校
の
取
り
組
み
が
充
実
す
る
よ
う

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

9
月
28
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

自民議連
出原昌直 議員

〈福山市〉

問答
こ
の
二
年
間
の
地
方
創
生
の

取
り
組
み
を
ど
う
評
価
し
て

い
る
の
か
。ま
た
、地
域
に
根
差
し
た

施
策
を
立
案
し
、本
県
な
ら
で
は
の

地
方
創
生
を
図
る
た
め
に
、ど
の
よ

う
な
仕
組
み
を
実
現
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
の
か
。

問
こ
れ
ま
で
に
、観
光
、創
業
、雇

用
、所
得
、出
生
率
、移
住
な
ど

様
々
な
分
野
で
成
果
が
現
れ
て
い
る

が
、依
然
、若
年
層
の
転
出
超
過
が
続

い
て
お
り
、更
な
る
人
口
の
社
会
減

対
策
に
集
中
的
に
取
り
組
む
。ま
た
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
施
策
の
推
進

の
た
め
、知
事
や
職
員
が
直
接
現
場

に
出
向
き
、寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
ア

イ
デ
ア
な
ど
を
参
考
に
、市
町
と
連

携
し
な
が
ら
地
域
に
根
差
し
た
取
り

組
み
を
進
め
る
。

答 せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ

地
方
創
生
の
実
現

せ
と
う
ち
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
設
立
さ

れ
て
か
ら
の
半
年
、ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
の
か
。ま

た
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
掲
げ
た
目
標
を
平
成

三
十
二
年
に
達
成
す
る
た
め
、今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
応
じ
た
情
報

発
信
・
海
外
の
旅
行
博
出
展
・

海
外
旅
行
会
社
の
招
聘
、フ
ァ
ン
ド
を

活
用
し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発
支
援
、

広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
拠
点
地
区
の

受
入
環
境
整
備
支
援
な
ど
を
行
っ

た
。今
後
、海
外
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
参
考
に

し
た
機
能
強
化
、瀬
戸
内
ら
し
い
プ
ロ

ダ
ク
ト
開
発
、観
光
地
づ
く
り
に
携

わ
る
自
治
体
・
民
間
事
業
者
・
地
域
住

民
の
サ
ポ
ー
ト
等
に
取
り
組
み
、県

も
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
一
層
の
連
携
を
図
る
。

9
月
28
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

自民議連
山崎正博 議員

〈広島市安佐北区〉

問答
「
ひ
ろ
し
ま
」ブ
ラ
ン
ド
の
価
値

向
上
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
推
進

し
て
い
る
広
島
の
食
の
魅
力
向
上
の

取
り
組
み
は
、外
国
人
観
光
客
の
誘

客
に
効
果
的
と
考
え
る
が
、こ
れ
ま
で

の
成
果
と
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

問
外
国
人
観
光
客
の
期
待
が
高

い
食
の
魅
力
の
向
上
は
重
要
で

あ
り
、本
県
を
代
表
す
る
食
材
で
あ
る

カ
キ
や
県
産
和
牛
の
生
産
体
制
の
強

化
、広
島
の
食
材
を
生
か
し
た
多
様
な

食
を
提
供
す
る
料
理
人
の
発
掘
・
育

成
、フ
ラ
ン
ス
で
の
日
本
酒
の
販
路
開

拓
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。今
後

も
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
広
島

の
食
の
魅
力
向
上
を
図
り
、さ
ら
な
る

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
を
図
る
。

答 土
砂
災
害
防
止
施
設
の

整
備
等

食
の
魅
力
向
上
に
よ
る

外
国
人
観
光
客
の
誘
客

平
成
二
十
六
年
の
広
島
土
砂

災
害
か
ら
二
年
が
経
過
し
た

こ
と
を
契
機
に
、改
め
て
土
砂
災
害

防
止
施
設
整
備
の
進
捗
状
況
と
、被

災
地
の
早
期
復
旧
・
復
興
に
向
け
た

決
意
を
伺
う
。

被
災
地
域
の
復
旧
・
復
興
に
つ

い
て
は
、緊
急
事
業
五
十
七
か

所
の
う
ち
五
十
三
か
所
が
完
了
す
る

な
ど
概
ね
計
画
ど
お
り
に
進
捗
し
て

い
る
と
と
も
に「
土
砂
災
害
啓
発
・
伝

承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
八
月
に
開
設
し
、防
災
意
識
の
啓

発
、被
災
の
事
実
の
伝
承
の
取
り
組
み

も
進
め
て
い
る
。今
後
も
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
最
優
先
で
取

り
組
む
と
と
も
に
、「
災
害
に
強
い
広

島
県
」の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
む
。

9
月
29
日 

　
　
　一
般
質
問（
要
旨
）

県政に関する質問から（本会議における質問・答弁）
　本会議では、4日間にわたって12人の議員が一般質問を行い、県政が直面する諸課題について、県民の視点に立った議論を展開しました。

　紙面の都合上、1人2問ずつ掲載しています。その他の質問も、県議会ホームページの「インターネット中継」でご覧いただけます。
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補
正
予
算
な
ど
十
八
議
案
を
可
決
並
び
に
同
意

　広
島
県
議
会
は
、九
月
定
例
会
を
九
月
二
十
日
か
ら
十
月
五
日
ま
で
の
十
六
日
間
の
会

期
で
開
き
ま
し
た
。

　今
回
の
定
例
会
で
は
、「
平
成
二
十
八
年
度
広
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」や「
広
島
県

縮
景
園
設
置
及
び
管
理
条
例
及
び
広
島
県
立
美
術
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」、「
北
朝
鮮
の
核
実
験
及
び
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議
す
る
決
議
」、「
私
学
助
成
の
充
実

強
化
を
求
め
る
意
見
書
」な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、十
八
議
案
に
つ
い
て
原
案
の

と
お
り
可
決
並
び
に
同
意
し
ま
し
た
。

　ま
た
、「
平
成
二
十
七
年
度
決
算
認
定
等
」に
つ
い
て
は
、九
月
二
十
九
日
に
設
置
し
た
決

算
特
別
委
員
会
で
閉
会
中
に
継
続
審
査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　本
会
議
に
お
い
て
は
地
方
創
生
、防
災
・
減
災
対
策
、産
業
・
観
光
振
興
、教
育
施
策
な
ど
の

県
政
が
直
面
す
る
諸
課
題
につい
て
、十
二
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、各
常

任
委
員
会
に
お
い
て
は
、付
託
さ
れ
た
議
案
・
請
願
な
ど
に
つい
て
審
査
・
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　な
お
、最
終
日
に
は
、新
し
い
タ
イ
プ
の
高
等
学
校
整
備
推
進
事
業
の
債
務
負
担
行
為
を

削
除
す
る
一
般
会
計
補
正
予
算
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、採
決
の
結
果
、否
決
し
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
主
な
議
案

可
決
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県
議
会
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よ
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ɹ
広
島
県
縮
景
園
及
び
広
島
県
立
美
術
ؗ
を
一
体
的
に
運
営
し
、

企
画
・
広
報
を
強
化
す
る
た
め
、指
定
管
理
業
務
の
う
ち
利
用
料

金
制
の
ൣ
囲
等
を
見
直
す
条
例
改
正
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
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ɹ
六
月
補
正
予
算
ฤ
成
後
の
状
況
変
化
等
を
踏
ま
え
、総
額

二
百
二
十
二
億
九
千
六
百
万
円
の
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

・
六
月
の
大
Ӎ
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
施
設
の
早
期
復
旧
や
、

  

災
害
か
ら
県
民
の
生
命
・
ࡒ
産
を
守
る
た
め
の
防
災
・
減
災
対

  

策
の
実
施
。

・
園
児
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
ࢲ、
立
༮
ஓ
園
や
ࢲ
立

  

保
育
所
等
の
耐
震
化
を
促
進
。

ฏ
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ീ
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9月30日開催常任委員会の動き
補
正
予
算
一
件

原
案
可
決ớ
全
会
一
致
Ờ

新
規
付
託
の

ئ
一
件
ɹ
࠾


補
正
計
上
さ
れ
た
公
共
事
業
費
の
速
や
か
な

ࣥ
行
に
よ
る
事
業
効
果
の
早
期
発
現
な
ど

総
務
委
員
会

付
託
議
案
及
び
請
願
の
審
査
結
果

ʲその他ʳ
主
な
質
疑
事
項

˗
社
会
保
ো
・
੫
൪
߸
制
度
推
進
事
業
に
つ
い

て
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
た
新

サ
ー
ビ
ス
の
検
討
や
、利
用
促
進
に
向
け
た
周

知
を
行
う
と
と
も
に
ݸ、
人
情
報
࿙
れ
防
止

の
た
め
の
啓
発
を
十
分
に
行
っ
て
い
く
こ
と
。

˗
大
Ӎ
に
よ
り
被
災
し
た
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
果
樹
研
ڀ
部
に
つ
い
て
は
、復
旧
に
万

全
を
期
す
と
と
も
に
、災
害
時
に
取
る
べ
き

行
動
の
ਁ
ಁ
を
図
る
な
ど
、職
員
の
安
全
確

保
に
取
り
組
む
こ
と
。

˗
ひ
ろ
し
ま
未
来
ν
Ỿ
レ
ン
ジ
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
る
目
標
を
着
実

に
実
現
す
る
た
め
、達
成
状
況
を
踏
ま
え
た

事
業
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
三
件
、

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件

原
案
可
決ớ
全
会
一
致
Ờ

ࢲ
立
保
育
所
に
お
け
る
耐
震
化
の
促
進
対

策
、౦
ژ
ύ
ラ
Ϧ
ン
ϐ
ッ
ク
ڝ
技
大
会
に
向
け

た
ো
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど

生
活
福
祉
保
健
委
員
会

付
託
議
案
の
審
査
結
果

ʲその他ʳ
主
な
質
疑
事
項

˗
縮
景
園
及
び
県
立
美
術
ؗ
の
指
定
管
理
業

務
の
一
体
化
及
び
所
ଂ
作
品
展
の
企
画
な

ど
一
部
業
務
の
直
営
化
に
つ
い
て
は
、適
切

な
管
理
運
営
形
ଶ
に
係
る
検
討
を
行
う
必

要
が
あ
る
こ
と
。

˗
ো
害
児
施
設
及
び
児
童
ཆ
ޢ
施
設
等
の
防

൜
対
策
に
つ
い
て
は
、各
施
設
に
お
け
る
防

൜
意
識
の
向
上
に
向
け
、市
町
と
連
携
し
て

指
導
や
助
言
を
行
う
こ
と
。

˗
広
島
が
ん
高
精
度
์
ࣹ
線
治
ྍ
セ
ン
タ
ー
の

運
営
に
つ
い
て
は
、治
ྍ
成

の
公
表
な
ど

成
果
を
広
く
県
民
に
示
す
と
と
も
に
、関
係

者
と
十
分
協
議
を
行
い
収
支
改
善
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
こ
と
。

補
正
予
算
一
件

原
案
可
決ớ
全
会
一
致
Ờ

Ｔ
̥
̥
に
係
る
国
の
施
策
に
呼
応
し
た
県

の
対
応
な
ど

農
林
水
産
委
員
会

付
託
議
案
の
審
査
結
果

ʲその他ʳ
主
な
質
疑
事
項

˗
老
朽
た
め

に
つ
い
て
は
、計
画
的
な
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、ϋ
ー
ド
対
策
の
み

な
ら
ず
、水
位
調
整
の
ノ

ϋ

を
伝
え
る

な
ど
、よ
り
き
め
細
か
い
ι
フ
ト
対
策
を
ߨ

じ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

˗
次
世
代
ྛ
業
基
盤
づ
く
り
事
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、ス
Ϊ
大
ܘ
材
の
み
な
ら
ず
ώ
ノ

キ
の
新
た
な
ध
要
確
保
に
つ
な
げ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
。ま
た
、ध
給
動
向
を
踏
ま
え
た


材
工
場
の
整
備
な
ど
、ྛ
業
事
業
体
の
経
営

安
定
化
に
向
け
、積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

˗
県
౦
部
を
ॳ
め
と
し
た
農
ྛ
水
産
関
係
施

設
の
災
害
復
旧
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、経
済
対
策
予
算
分
を
含
め
、計
画
的
に

工
事
を
発

し
、早
期
復
旧
に
努
め
る
こ
と
。

補
正
予
算
二
件
、条
例
案
一
件
、

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件

原
案
可
決ớ
全
会
一
致
Ờ

企
業
局
所
有
の
未
着
手
用
地
の
活
用
方

、フ

レ
キ
シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
建
設
工
事
の
入
札
に
お
け

る
土
木
建
築
局
と
し
て
の

任
あ
る
対
応
な
ど

建
設
委
員
会

付
託
議
案
の
審
査
結
果

ʲその他ʳ
主
な
質
疑
事
項

˗
大
Ӎ
災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
な
ど
、住
民
の

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、河
川
内
の
堆
積
土
の
除

去
な
ど
の
維
持
管
理
や
道
路
等
の
社
会
資
本

整
備
も
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
。

˗
広
島
ۭ
ߓ
へ
の
経
営
改
革
の
導
入
を
推
進
す

る
意
義
や
目
的
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

運
営
事
業
者
と
十
分
に
連
携
す
る
枠
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
。ま
た
、適
ٓ
議
会
に
説
明
す

る
こ
と
。

˗
広
島
高
速
̑
߸
線
の
ト
ン
ネ
ル
に
お
け
る
ආ


施
設
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、利
用
者
の

安
全
確
保
の
た
め
、୭
も
が
速
や
か
に
退
ආ

で
き
る
よ
う
、十
分
検
討
す
る
こ
と
。

補
正
予
算
一
件

原
案
可
決ớ
ࢍ
成
多
数
Ờ

広
島
県
総
合
ά
ラ
ン
ド
の
老
朽
及
び
危
険

箇
所
等
の
早
期
修
સ
な
ど

文
教
委
員
会

付
託
議
案
の
審
査
結
果

ʲその他ʳ
主
な
質
疑
事
項

˗
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
の
整
備
に
当
た
っ

て
は
、広
島
市
と
十
分
調
整
し
、
任
の
所
在

を
明
確
に
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、補
正

予
算
の
積
算
根
拠
を
明
示
す
る
こ
と
。ま
た
、

開
校
に
際
し
、工
期
遅
Ԇ
に
よ
る
ѱ
影
響
が

生
じ
な
い
よ
う
、工
事
の
工
夫
や
安
全
管
理

を
行
う
と
と
も
に
、ଔ
業
後
の
進
路
を
考
慮

し
た
目
標
を
設
定
さ
れ
た
い
こ
と
。

˗
ࢲ
立
༮
ஓ
園
の
耐
震
化
が
早
期
に
完
了
す
る

よ
う
、新
た
な
制
度
を
活
用
し
、༮
ஓ
園
と

連
携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
。

˗
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、多
く
の
教

Պ
で
全
国
平
ۉ
を
上
回
る
状
況
に
あ
る
が
、

学
力
に
課
題
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応

な
ど
、学
習
環
境
の
さ
ら
な
る
改
善
に
取
り

組
ま
れ
た
い
こ
と
。

補
正
予
算
一
件
、条
例
案
一
件

原
案
可
決ớ
全
会
一
致
Ờ

働
き
方
改
革
の
推
進
に
向
け
た
今
後
の
取

り
組
み
な
ど

警
察・商
工
労
働
委
員
会

付
託
議
案
の
審
査
結
果

ʲその他ʳ
主
な
質
疑
事
項

˗
国
外
で
൜
罪
被
害
に
あ
っ
た
人
へ
の
支
援
に

当
た
っ
て
は
、被
害
者
に
寄
り
ఴ
っ
た

切
・

ஸ
ೡ
な
対
応
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

˗
児
童
ٮ
待
の
通
ࠂ
件
数
が
増
加
す
る
中
、児

童
相
ஊ
所
等
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

す
る
な
ど
、児
童
の
安
全
確
保
を
最
優
先
と

し
た
対
応
を
ప
底
す
る
こ
と
。

˗


で
の
誘
客
プ
ロ
Ϟ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
に

当
た
っ
て
は
、市
町
と
連
携
し
、観
光
資
ݯ
を

効
果
的
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、広
島

ۭ
ߓ
の
利
用
促
進
に
ܨ
が
る
よ
う
、土
木
建

築
局
と
も
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
。

˗
ג
ࣜ
会
社
ひ
ろ
し
ま
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

機
構
の
投
資
先
企
業
等
に
お
い
て
は
ࡒ、
務

状
況
等
を
適
切
に
開
示
さ
れ
た
い
こ
と
。

˔

ே

の
֩
実
ݧ
及
び
ϛ
α
Π
ル
発
ࣹ
に
߅
ٞ
す
る
ܾ
ٞ

˔
ࢲ
学
ॿ
成
の
充
実
ڧ
化
を
ٻ
Ί
る
ҙ
ݟ
ॻ

˔
࣍
期
հ
ޢ
อ
ݥ
制
度
改
ਖ਼
に
お
け
る

ࢱ
用
۩
ɾ
ॅ

改
म
の
ݟ

し

に
ؔ
す
る
ҙ
ݟ
ॻ

˔
指
定
生
ೕ
生
産
者
ஂ
ମ
制
度
の
ଘ
ଓ
と
機
能
ڧ
化
を
ٻ
Ί
る
ҙ
ݟ
ॻ

˔
地
方
ٞ
ձ
ٞ
һ
の
ް
生

ۚ
へ
の
Ճ
ೖ
を
ٻ
Ί
る
ҙ
ݟ
ॻ

本
会
議
等
の
行
事
の
な
い
日
は
、本
会
議

場
の
団
体
見
学
が
で
き
ま
す
。

ޕ
前
九
時
Ỗ
十
一
時
半
ޕ、
後
一
時
Ỗ
五
時

ớ
土
・
日
、ॕ
日
等
を
除
く
Ờ

●
本
会
議
場
の
団
体
見
学

ừ
問
合
せ
Ử県
議
会
事
務
局
総
務
課

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
〇
八
二
ổ
五
一
三
ổ
四
七
二
三

本
会
議
の

聴
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、

開
催
日
に
、議
会
౩

一
階
の
受
付
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

受
付
ʗ
ޕ
前
九
時
Ỗ

先
着
ॱ
に
五
十
名

ま
で

本
会
議
の

聴
の
際
、手

通
訳
者
を

手
配
で
き
ま
すớ
原
ଇ
五
日
前
ま
で
の

事
前
ਃ
込
必
要
Ờ。ま
た
、ೕ
༮
児
等
を

同
伴
の
方
は
、
ࢠ

聴
ࣨ
を
利
用
で

き
ま
す
。

●
本
会
議
の
傍
聴

ừ
問
合
せ
Ử県
議
会
事
務
局
議
事
課

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
〇
八
二
ổ
五
一
三
ổ
四
七
三
二

委
員
会
の
৹
議
状
況
が
、議
会
౩
一
階

の
Ϟ
χ
タ
ー
ς
レ
ビ
で
ご
ཡ
い
た
だ
け

ま
す
。

受
付
ʗ
委
員
会
開

催
の
一
時
間
前
Ỗ

定
員
三
十
六
名ớ
希

望
者
多
数
の
場
合

ந
選
Ờ

本
会
議
、委
員
会
の
開
催
日
時
は
、

決
定
さ
れ
次
ୈ
、ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
委
員
会
の

　モ
ニ
タ
ー
視
聴

ɹ
広
報
委
員
会
で
は
、本
」ࢴ
ひ
ろ
し
ま
県
議
会
だ
よ
り
」や
、広
報

൪
組「
ひ
ろ
し
ま
県
議
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」の
企
画
・
ฤ
集
を
は
じ

め
、議
会
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
ジ
や
本
会
議
等
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
な

ど
、議
会
広
報
に
関
す
る
事
߲
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会
の
紹
介

委
員
長 

東

　保
幸

委  

員 

石
橋
林
太
郎

委  

員 

尾
熊
良
一

委  

員 

山
下
智
之

委  

員 

佐
々
木
弘
司

委  

員 

平
田
修
己

副
委
員
長 

松
浦
幸
男

委  

員  

畑
石
顕
司

委  

員  

大
島
昭
彦

委  

員  

宮
本
新
八

委  

員  

辻

　恒
雄

副
委
員
長 

窪
田
泰
久

委  

員  

西
本
博
之

委  

員  

桑
木
良
典

委  

員  

宮

　政
利

委  

員  

岡
﨑
哲
夫

ɹ
九
月
二
十
九
日
に
、十
六
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
決
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

ɹ
平
成
二
十
七
年
度
決
算
に
つ
い
て
、九
月
定
例
会
ด
会
後
、約
二
か

月
間
৹
査
を
行
い
、十
二
月
定
例
会
で
৹
査
結
果
が
報
ࠂ
さ
れ
、議
決

さ
れ
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

 

百
三
十
一
億
七
千
五
百
万
円

障
害
者
支
援
施
設
等
の
防
犯
対
策
の
強
化

　三
億
二
千
八
百
万
円

信
頼
さ
れ
る
医
療
・
介
護
提
供
体
制
の
構
築

　

  

五
千
三
百
万
円

競
争
力
の
あ
る
県
産
材
の
供
給
体
制
の
構
築 

十
九
億
七
千
九
百
万
円

新
規
国
際
定
期
路
線
の
誘
致

　
　
　
　
　
　
　一
千
六
百
万
円

外
国
人
観
光
客
の
誘
客
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　九
百
万
円

֤議Ҋʹର͢Δ議員ͷදܾଶʢࢍ൱ʣɺ
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し͍ͯま͢ɻߋΒಡΈや͍͢ॻମม͔߸ࠓ
͜のใࢴʹ͍ͭͯの͝ҙݟɾ͝ ཁΛ͓ͩͤ͘دさ͍ɻ

〒730‐8509 広島市中区基町10‐52
広島県議会事務局 政策調査課

あて先

082-222-9600 HJLBJDIPVTB!QSFG�IJSPTIJNB�MH�KQFAX ＭＡＩＬ

082-513-4743TEL

ܾ
ɹٞ

ҙ
ݟ
ॻ

ӈ
͔
Β

委  

員  

石
津
正
啓（
公
明
党
）

委  

員  

西
村
克
典（
民
主
県
政
会
）

委
員
長  

上
田
泰
弘（
自
民
議
連
）

委  

員  

平
本

　徹（
自
民
会
）

委  

員  

佐
藤
一
直（
広
志
会
）

݄̕ ��
݄̕ ��
݄̕ ��ʙ��
݄̕ ��
��݄�
��݄�

本会議
全員委員会
本会議
各ৗ委員会
決ࢉ特ผ委員会
本会議

開会、ఏҊ理༝આ໌など
ఏҊ事߲、決ࢉのઆ໌など
一般質問など
託議Ҋ・ئの৹ࠪなど
決ࢉの৹ࠪなど
委員長ใࠂ、議Ҋの採決など、ด会

˝݄̕ఆྫ会ఔ�（平成28年9月20日～10月5日）

ຊ会ٞ等の༷͕
̮̾ ̩̈́ ̱̈́ FͰࢹௌͰ͖ま͢

定例会から、生中継・画信ともに̮̾ࠓ　 ̩̈́ ̱̈́ で̴
信します。
　この取り組みについても、広ใ委員会においてݕ౼し、
実施をఏҊしました。
　これにより、εϚートϑΥンなどで、どこにいても本会
議等が視ௌできるようになりました。
　ͥひ、ご覧ください。

広島県議会ࡧݕࡧݕ Πϯλʔωοτதܧ➡


